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今年度最初の避難訓練（火災）で得た教訓を忘れない！ 

   
 ５月９日（月），呉市消防局東消防署阿賀北出張所の方々にお越しいただき，今年度最初の避

難訓練を実施しました。給食室から出火したことを想定し運動場の端に逃げました。職員による

１１９番への通報訓練や，「おさない はしらない しゃべらない もどらない」を徹底しなが

ら 

とにかく遠くへ逃げる訓練を行いました。運動場に児童全員が無事集まったときには，すでに消

防車も運動場に到着しており，消防署の方も待機しておられました。 

 消防署の方からこの日の避難の仕方についての講評や火災の恐ろしさについてのお話をいただ

きました。６年生は代表として消火器を扱う体験もさせていただきました。この訓練により，子

ども達は，火災の恐ろしさと煙から身を守り避難する方法を知ってくれたと思います。 

土砂災害避難訓練と１年生引き渡し訓練を行いました 

５月３１日（火）２校時に，「大雨が降り，土砂災害の危険が迫った時，身を守るための安全な

行動がとれるようにする」「安全な場所へ避難できるようにする」ことを目的として避難訓練を行

いました。また同日１５時から登校後に気象警報が発表されたことを想定して「１年生の引き渡

し訓練」を行いました。 

   

「避難指示」の放送が流れました。子ども達は本舎３階へ垂直避難をした後，体育館に集合しました。 

生徒指導主事胡教諭は，「今日の避難訓練と前回の避難訓練（火災訓練）はどう違うのかな？」と

質問を投げかけ，今回の訓練は，土や水を避けるため高いところに逃げることが重要であったと

気づかせました。さらに，警報が出た時の対応について再確認をしました。その後，話は近くの

大谷川の危険についてという内容に及び，「小さい川でも勢いが増し非常に危険な所であるから絶

対に近づかないこと」ということも，再度伝えました。このことについては既に繰り返し指導し

ていますが，何度指導しても足りることはないと思っていますのでご家庭での指導もよろしくお
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願いします。 

   

         

 
学びの再開～原小学校で３０年以上続く伝統の遠方凝視～ 

  

 

 

 

保護者の皆様へのお願い（熱中症予防に向けて） 

  

３年ぶりのプール再開に向けて～６年生がプール掃除に大活躍～ 

   

 

 

 

１年生の引き渡し訓練，保護者の方

がお迎えに来られました。 

３年ぶりの水泳を行うことになりました。その準備と

して６年生がプールをピカピカに磨いてくれました。 

本年度も，「ふれあい相談窓口」(毎月第３火曜日)を設けております。お子様のことで気にかか

ることがあれば，遠慮なく学校にご相談ください。電話番号 ０８２３－７１－７７５６ 

相談窓口  下河原教頭 胡生徒指導主事 竹中保健主事 

子供たちが安心して笑顔で過ごせるよう学校と家庭が連携していきたいと思います。 

 

原小学校で３０年以上続く「遠

方凝視」は全校児童が朝の会の時

間に一斉に廊下に並び遠くの山を

１分間じっと見つめるという伝統

の活動です。 

 静寂な雰囲気の中で山々の空気

を感じることができ，遠くを見る

習慣をつける貴重な時間でもあり

ます。 

 遠方凝視が終わったら向かい側

の中舎にたたずむ６年生の３名の

リードで毎月の詩を声を合わせて

暗誦します。 

 今月の詩は宮沢賢治の「雨にも

負けず」です。 

 

遠方凝視の後，中舎の３名と向か

い合い詩「雨にも負けず」の朗読

を行っています。 

お迎えを待つ１年生，静かに待つ

ことができるようになりました。 

 先日配付した国からのリ

ーフレットにもありました

ように，体育の授業，登下校

時等，特に熱中症リスクが高

いことが想定される場面に

おいては，マスクをはずすよ

う指導しています。保護者の

皆様のご理解とご協力をお

願いします。 

・水泳指導については，プール内，プールサイドでの距
離をとることや身体的距離をとること等，細かな規程を
設け感染症対策を講じながら行っていきます。 

・保護者による健康観察・水泳カードの確実な記入をお
願いします。 

・更衣は男女に分かれて行います。低学年の児童につい
てはご家庭で着脱の練習をよろしくお願いします。 

引き渡しの際，階段は一方通行に

なります。その確認もできました。 

正門を入って右手には毎月の詩

が貼ってあります。「雨にもまけ

ず 風にもまけず 雪にも夏の

暑さにも負けぬ 丈夫なからだ

を持ち よくはなく けっして

いからず いつもしずかにわら

っている・・・ 



 

 
 


